
き ず な 通 心 

  新型コロナウィルスの報道が続く日々に、皆様が不安な毎日を送られていること
と思います。そんな中でも、最前線でウィルスに立ち向かう医療従事者の方へ拍手
で感謝を伝える活動や、それぞれの立場での支援が行なわれるなど思いやりの輪
が広がっています。 
 思いやりは、相手のみならず自身の体や心を癒やす効果があるそうです。  
 緊急事態宣言が延長され今暫く不自由な生活が続きますが、一部では宣言解除
の検討に入るなど、自粛の成果は確実に現れています。最前線で頑張っている人、
地域の仲間、友人や家族などを思いやりながら、終息に向け私たちに出来ることを
実践し、一日も早く日常を取り戻せるよう頑張りましょう。 
 当協議会も活動が自粛されていますが、今は活動再開に向けての備えの時と捉
え準備していますので、今後共ご理解ご協力をお願い致します。 

   会長    

 小 沢 正 順 
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～ 新型コロナウィルスに関連した専門用語 ～ 

クラスター･････････小規模な集団感染やそれによってできた感染集団 

オーバーシュート･･･爆発的に感染患者が増える状況 

パンデミック･･･････世界中の人に感染する可能性のある病気が 

           制御不能で大規模に流行している状態 

ロックダウン･･･････都市封鎖 

ECMO(エクモ)･････体外式膜型人工肺 

コロナ禍(か) ･･･････コロナに由来するわざわい 
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令和２年５月 

号外（web限定版） 

・学校でのあいさつ運動を実施します（毎月第１・第３月曜日：休日の 

 場合は翌日） 

・「地元産の旬の食材」を使った料理教室を開催します。 

・地域の活性化を目指し、継続的な地域活性化セミナーを企画して 

 います。 



 いえる冗談、いえない冗談 

僕の車は横浜ナンバー。この車で畑などにいると近くの畑のばあさんに「コロナが来たかと思ったよ 

（笑）」と冗談を言われる。まだまだ見かける袖ケ浦ナンバー以外の車（もっとも袖ケ浦ナンバーも広 

範囲なのだが）。震災後、南相馬に行った時のこと、火力発電所に近い海岸に木製の慰霊碑が建ってい 

た。たまたま通りかかった地元のお兄さんが言うには、ここら辺には幽霊がでるんだとか。 

原発事故で全国ばらばらに避難し、「消息のわからなかった知り合いが目の前に現れたときにはまず脚 

をみんだよ」だって。この話も、コロナナンバー話も、地元の人だから言える冗談。 

僕が知ったかぶって南相馬の人におばけの話をしたら笑い話では済まないだろう。 

いずれにしても相手を選ばないとことはこじれてしまうかもしれません。 

ちなみに僕の車に「子ども見守り隊」の黄色いステッカーを貼って、少しでも千倉人 

をアピールする努力をしています(笑)              文：新任地域づくり支援員、鈴木 
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 豊かな海の自然や千倉の文化歴史を柱とし、海岸の環境整備をは 

じめ、美化活動・ポイ捨て防止・不法投棄の防止につながる活動 

を実施しています。 

そのほかには、安房の名工「後藤利兵衛橘義光」の残した文化遺 

産を生かし、地域づくりや観光推進を目指しています。 

 

千倉港の活気を取り戻すために周辺施設などを活用したイベント開催を主に、漁港 

区域内の清掃や釣り客へのマナー啓発をおこなっています。 

かつお節で有名な土佐与一の研究なども活動の一環です。 

イベントには、春先に開催する物産市・うまいもん市、毎月第1・3日曜日のちくら漁港 

朝市があります。この朝市は、新型コロナウイルスの影響で中止が続き、再開の目 

途がたっておりません。そこで、インターネット上で朝市を開催することとなりました。 


